
 企業規模に関わらず、ＩｏＴを積極的に活用している企業ほど、経営のスピードが速く、製
品開発のリードタイムが短くなっている。 

 従業員100人以下の中小企業においても積極的にＩｏＴの活用を行っている企業がいる。 

第４次産業革命に対応する日本企業の状況 

【５年前と比較した意思決定のスピードの変化】 【10年前と比較した主要製品における開発のリードタイムの変化】 

【クラスター区分ごとの特徴】 

備考：ＩｏＴ活用に向けた取組の実施状況を点数化し、左記の特徴にて最も積極的な企業群
をクラスターＥ、最も消極的な企業群をクラスターＡとして分類。 

【各クラスター毎の従業員規模別構成比率】 
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区分 特徴

クラスター
A

【IoTの総合的な導入・活用度合いが最も低い】

度合いが低い。

クラスター
B

【IoTの総合的な導入・活用度合いがやや低い】

極姿勢が見られる。

クラスター
C

【IoTの総合的な導入・活用度合いは中庸】

クラスター
D

【IoTの総合的な導入・活用度合いがやや高い】

クラスター
E

【IoTの総合的な導入・活用度合いが最も高い】

い。


